
シビック・イノベーション拠点スナバとは

2018年8月にオープンした一般財団法人塩尻市振興公社が運営するシビック・イノベーション拠点。
「生きたいまちを、共に創る」をビジョンに、「人を創る」「事業を創る」「場を創る」をアクションにコワー
キング・アクセラレーター・ラボの3つの機能を有し、全ての人が自分がいきたい暮らしを実現するため
のアクションを起こすムーブメントを実践中。



移住・二拠点居住に関するこれまで

オープンして6年経過し、移住や定住や二拠点・他拠点のメンバーも多くを占める。また、産官学民の
様々な主体との共創が進行中。国土交通省においても中間とりまとめに掲載。
　→「移住・定住・関係人口」をダイレクトな目的に置かない中で、成果が上がっているのは何故か！？



移住・二拠点居住がなぜ進んでいるのか（個人的な仮説）

スナバのカルチャー
（大切にしている価値観）

スナバが実現したインパクトの中に掲げる「多様性の実現」を言語化すると「その人自身が、その人らし
く居られる状態」であること。スナバのカルチャーが「自分らしく居られるコミュニティ」を形成し「自分ら
しいなりわい作り」を可能とし、地域の様々なコミュニティが複層的に重なる中で「自分らしい暮らし」を
選択しできるのではないか。そのような地域が人や価値観の流動性を生み出すのではないか。



人類学的なアプローチ含めて、ミテモと実証調査中！


